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は　じ　め　に
本論文は，第二次世界大戦後の日本の海運業界で，独自の存在性を発揮した日東商船株式会社の
創設をめぐる事情を明らかにしようとするものである．
日本の海運業は 60年代半ばに大規模な構造の変化を経験した．いわゆる海運集約である．
時代は 1954（昭和 29）年に遡る．同年は，わが国にとって，ようやく自立できた経済成長のスター
トの年であったとも言える．昭和 31年度の経済白書に記された「もはや戦後ではない」という表現
の背後には，極度にアメリカに依存し，インフレを伴う信用供与に支えられた戦後経済成長との決
別を意味する現実が存在した．デフレ政策により，物価は若干下落し，そのことが消費生活水準を
高め，内需拡大に寄与すると共に，国際競争力も強め，貿易収支を黒字へと押し上げていった 1）．
後に神武景気と名付けられるこの好況は 1956年上期まで続き，その後 2年余りの調整期を経て
1958年下期からの岩戸景気へと向かったのであった 2）．この間 GNP（名目）は着実に増え続け，1954
年の 7兆 4657億円から 1963年には 22兆 4538億円へと 3.01倍もの上昇率を記録した 3）．ところが海
1）堀江保蔵『日本経済史読本』，東洋経済新報社，1975年，259頁．
2）矢部洋三・古賀義弘・渡辺広明・飯島正義『現代日本経済史年表』，日本経済評論社，1996年，70頁．郷司浩平・高橋亀吉・
土屋喬雄・中西寅雄・宮本又次・野田一夫『現代経営史』，日本生産性本部，1969年，3～ 54,283～ 299頁．
3）日本銀行統計局『本邦経済統計（昭和 39年報）』，1965年，4頁．このような高度成長を支えた主力産業は，戦前戦中
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運業界にあっては，世界的な船腹調整の煽りを受けて，減価償却もまともに実施できない状況に苦
しんでいた 4）．やむを得ず採られた「償却前利益」の計上，あるいは「ゼロ決算方式」により赤字決
算は免れることとなったものの，償却不足残高は 1954年末の 552億 1,900万円から 1962年末の 962
億 7,300万円へと，わが国 GNPの増加とは逆行する形で膨らんでいった（第 1図）．
かかる原因の多くが，戦後急速に膨らんだ船舶需要を満たすため，1947年から総花的におこなわ
れた計画造船そして利子補給制度にあったことが指摘されるが 5），そのことを契機として，船腹の過
剰が過当競争を生み，潤沢に供給された資金に対する借入金の負担が重くのしかかってくると同時
に，景気の拡大と共にじりじりと上昇する金利負担の拡大が海運各社の業績を圧迫していった．政
を通じ合理化の波にさられてきた造船・鉄鋼・石油化学といった重工業の一角であった．これらの産業にあっては，
生死をかけた技術の伝承がここに来て結実したとも言えるが，同じく戦争では多大の犠牲を強いられつつもその運航
の効率化に努めてきたわが国海運業界は，まだまだ浮上への足がかりのつかめない状況に苦しんでいた（堀江保蔵 前
掲『日本経済史読本』，257頁．柴孝夫監修『ビジュアル日本の経済・経営発展 第 3巻 戦時経済から復興経済』，丸善，
2005．宮本又郎・安部武司・宇田川勝・沢井実・橘川武郎『日本経営史』，有斐閣，2002，266頁．日本銀行統計局 前
掲『本邦経済統計（昭和 39年報）』，217頁）．
4）運輸省海運局『｢海運業の再建整備に関する臨時措置法｣ の解説』，中外海事新報社，1963年，14頁．海運業界とは対
照的に，造船業界では 1950年に勃発した朝鮮動乱を契機として 1962年までの間，年平均 1．32％の鋼船竣工（進水）
量の増加を確保していた（運輸省大臣官房統計調査部 ･海運局『海事統計年報 昭和 38年版』，1963年，2頁．運輸省
船舶局『造船便覧 昭和 33年度』，海運新聞社，1958年，5頁．教育社『造船業界上位 11社の経営比較』，1980年，17頁）．
5）地田知平『日本海運の高度成長』，日本経済評論社，1993年，14頁．中川敬一郎『戦後日本の海運と造船』，日本経済
評論社，1992年，71頁．小出修三「戦後海運業における集約化政策の決定過程（上）－海運造船合理化審議会（海造
審）での論議を通じて－」『海事産業研究所報 308号』，海事産業研究所，1992，25頁．地田知平『日本海運の高度成長』，
日本経済評論社，1993年，45頁．
出所：地田知平『日本海運の高度成長』，日本経済評論社，1993年，47頁「表２-２船舶減価償却
　　　状況」より作成，各年度下半期のデータをグラフ化した．
第1図　1954年～1963年度末  船舶期末償却不足額の年度推移
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府は，輸出入の拡大と共にわが国の船舶需要に応えるため，更には貿易外収支改善のためにも重要
な外貨獲得手段である外航海運，そしてその担い手である海運各社を早急に救済する必要に迫られ
た 6）．1960年，時の総理，池田勇人による所得倍増計画推進の行く手に船腹需要の拡大に堪えること
のできない海運界の現状が障壁となっていたのである 7）．
追い詰められた政府は 1963年，東京大学の脇村義太郎教授に改善案の作成を依頼することとなっ
た．脇村は「一切を自分にまかせ運輸省が原案を作成することはしない」ことを条件に強い意志を持っ
て引き受けたとされるが 8），これをベースに成立したいわゆる海運二法（1963年 7月 1日施行）9）によ
り，海運各社は 6社を中核体とするグループへと集約された 10）．以後，わが国海運界は政策的に作り
出された寡占状態の下で過当競争を排除しつつ，償却不足も解消し，経済成長の波に乗って新たな
発展段階へと立ち向かっていくこととなった．
こうして再編されていった海運各社ではあるが，第 1表に示すように，この集約前の財務状況は
それこそ惨憺たるものであった 11）．ここで，注目されるのは，そうした不振にあえいでいた海運企業
の中にあって，きわめて健全な経営状況を維持していた企業があったことである．それが日東商船
株式会社である．同社は，返済遅滞もなく，償却不足はゼロである等，低迷する日本の海運企業の
中にあって，群を抜く業績を残していたのである．
6）日本船主協会『日本船主協会 30年史』，1980年，97頁．
7）地田知平 前掲『日本海運の高度成長』，48頁．運輸省海運局 前掲『｢海運業の再建整備に関する臨時措置法｣ の解説』，
13頁．政府は 1962年に海造審の結果等を取り纏めた「海運企業の整備に関する臨時措置法案」を作成，第 40回国会
に提出したが審議未了となり，続く第41回臨時国会において結局，廃案となった（地田知平 前掲『日本海運の高度成長』，
51頁）．その理由は①助成の内容や程度が不十分であること．②求められる条件が極めて困難であること．③業界の
将来像が不明瞭であること，の三点に求められた（代田武夫『秘録 海運業の集約と再建』，潮流社，1965，21頁）．
8）地田知平 前掲『日本海運の高度成長』，53頁．
9）海運業の再建整備に関する臨時措置法（法律第 118号）及び外航船舶建造融資利子補給及び損失補償法
10）系列及び専属会社を含めた中核体の船隊規模では日本郵船 277.85隻，大阪商船三井船舶 246.82隻，以下，川崎汽船
145.0隻，ジャパンライン 89.83隻，山下新日本汽船 88.26隻，昭和海運 60.88隻と続いていた（1970年 10月 1日現在）
（岡庭博『海運の経営』，海文堂出版，1972年，37頁）．
11）八木憲爾『日本海運うら外史第二巻』，潮流社，1987，249頁．特に業績の悪化していたのは大阪商船株式会社と飯野
海運株式会社であり，両社は集約過程において相互に合併がとりざたされた時期があったものの，「集約の主旨に反す
る」との日本興業銀行の反対で実現しなかった．
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第 1表　償却不足累計額および市中借入金約定延滞額
昭和 37年 3月 31日現在
船主
資本金
（億円）
償却不足累計額（百万円） 借入金約定延滞額（百万円）
普通償却 特別償却 合計 開発銀行 市中銀行 合計
日東商船 85 0 363 363 0 0 0
三菱海運 48 529 1,206 1,735 463 393 856
日産汽船 35 1,761 843 2,604 1,160 1,412 2,572
川崎汽船 80 2,110 1,229 3,339 432 260 692
日本郵船 114 2,116 1,930 4,046 2,199 1,558 3,757
山下汽船 64 4,060 1,950 6,010 1,732 1,795 3,527
大同海運 47 4,327 2,453 6,780 2,099 2,630 4,729
三井船舶 55 5,124 2,349 7,473 3,479 2,570 6,049
大阪商船 76 6,412 2,450 8,862 4,594 5,007 9,601
飯野海運 132 6,854 2,604 9,458 3,068 4,240 7,308
※資本金額の上位 10社について，償却不足累計合計額の少ない船主から順に並べ替えている．
※ 出所は，代田武夫『秘録 海運業の集約と再建』（発行者八木憲爾，54頁）であるが，八木憲爾『日本海運うら外
史第二巻』（230 頁）にも同様の表が掲載されている．代田によれば昭和 37年 5月，国会に提出された「海運企
業の整備に関する臨時措置法案」が廃案となった後，当時海運業界における最大の利害関係者（債権者）であっ
た日本興業銀行は，取引先海運会社における実際の数字を基礎に同法による助成効果を算出した資料を作成した
とある．そしてその資料は本来極秘裏に作成されるべきものであったが何故か全て報道され，そのことが当初の
法案反対派の不信感を更に煽る形になったという（代田，22頁）．このような経緯からすると，この資料は代田
が作成したものではなく，当時，興銀が作成したものと考えるのが妥当であろう．その際，参考として運輸省海
運局海運監査室作成『外航海運企業経営分析』（1954 ～ 1962，東京大学所蔵）が用いられたのかもしれない．
日東商船株式会社は，日中戦争が勃発した 1937（昭和 12）年に日東鉱業汽船株式会社として設立
された後発の海運企業であった．よく知られているように，日本の海運業は長い間，日本郵船と大
阪商船のいわゆる社船 2社を中心として，その周りを社外船といわれた不定期船業者が取り巻く形
で展開してきた．その社外船業者の内，比較的大規模に成長した企業の多くは，第一次世界大戦期
までに設立されたものが多かった 12）．その意味で，日東鉱業汽船は後発であったわけであるが，設立
以後の同社の成長は著しく，既に 1941年の段階で，日本最大のタンカー運営企業となっていた．そ
の後，同社は一時大阪商船の傘下に入るが，戦後は同グループから離脱，新たな社名を日東商船株
式会社とし，独自の経営体制を確立して，めざましい活躍をおこなったのである 13）．
12）こうした日本の海運業の戦前期の展開については，中川敬一郎『両大戦間の日本海運業』（日本経済新聞社，1980年）
を参照されたい．
13）ここで，日東商船の企業としての履歴を整理しておきたい．同社は，1937年 3月 5日に日東鉱業汽船株式会社として
設立されたが，その 6年後の 1943年 2月 24日に「日東汽船株式会社」に名称変更した．その後，敗戦直後の企業再
建整備にともなって，この「日東汽船株式会社」は解散し，第二会社として設立されたのが「日東商船株式会社」であった．
したがって，法的には，日東（鉱業）汽船は通算 11年と 8ヶ月間存在したにすぎないが，日東商船株式会社はその後
継会社であるので，ここでは，歴史的には連続しているといってよい．この日東商船株式会社は，高度成長期を生き
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ところが，このように特異な存在でありながら，この企業については，今まで，正面から捉えら
れることはほとんどなかった 14）．戦後の海運業研究の中で，部分的に触れられることはあっても，同
社の全体像と業界における位置づけを明らかにした研究は皆無に近いのである．しかし，戦後日本
の海運業の展開を考える上で，同社の存在を無視することはできない．それ故，同社の経営のあり
方を跡づけていく必要があるが，さしあたり，その作業の一環として，同社の創設と大阪商船の傘
下に入るまでの状況を，初代社長，森田福市ならびにその経営の担い手であった第 2代の社長，竹
中治を中心に，交錯する人物像に焦点をあてながら明らかにしていきたい．
1．創業への胎動
（1）岩川与助という人物の存在
日東鉱業汽船が設立されるにあたっては，その原動力となった一人のキーマンがいる．岩川与助
という人物である．彼は 1910年から 1930年代にかけて様々な企業の経営に関わり，また，一時は
代議士にもなった人物であるが，その活動にはスキャンダルがつきまとっていた．
彼は，1886（明治 19）年に鹿児島県熊毛郡上屋久村（屋久島）に生まれた．1910（明治 43）年神戸
市のパルモア英学院を卒業後 15），浪速銀行神戸支店書記補を務め，後に貿易商三十字商會支配人となり 16），
一方で，1917（大正 6）年には製鉄会社の経営（和鉄合資会社 資本金 50万円）にも乗り出していた 17）．
この他，岩川は貿易業の藤田商事株式会社を設立，鹿児島電気軌道株式会社・株式会社京橋ビル
ヂング取締役，第一毛糸株式会社・株式会社山陰銀行で監査役を，鹿児島商船・興化工業・昭和電
気建設の取締役社長を兼務，大和海上保険・太平洋海上保険・旭日生命保険の専務取締役を務めて
いた 18）．さらに彼は，昭和鉱業という鉱山企業の経営に関与し，その関係から鉱山経営にもかなり深
抜くが，1964（昭和 39）年 4月 1日に大同海運株式会社を合併して「ジャパンライン株式会社」と改称し，更に 1989
（平成 1）年 6月 1日には山下新日本汽船株式会社と合併することで，再度「ナビックスライン株式会社」へと社名を
改めた．その 10年後の 1999年 4月ナビックスラインは大阪商船三井船舶株式会社（現，株式会社商船三井）と合併
して，姿を消した．
14）油槽船という大きな視点から，部分的ではあるが，日本タンカー株式会社及び日東鉱業汽船株式会社，そして竹中治
の人物像にまで触れられた研究文献として脇村義太郎「両大戦間の油槽船」（中川敬一郎『両大戦間の日本海事産業』
中央大学出版部，1985年，274～ 277頁）が存在する．
15）Palmore Institute／関西学院大学創設者W.R.ランバスの父 J.W.ランバスが設立した．
16）浪速銀行『株式會社浪速銀行弐拾年誌』，1918年． 衆議院参議院『議会制度七十年史 衆議院議員名鑑』，1962年，63頁．
17）この会社は当時の大阪朝日新聞に「製鉄界に革命 黄赤土より鉄製造」などと派手に紹介されているところである．
同記事によると，これまで製鉄の原料として外国に頼ってきた鉄鉱石に代え，火山国日本にほぼ無尽蔵に存在する黄
赤土に特殊配合剤を加え電気炉で鉄を造ることが可能になったとする．その品質は「堅緻強靱で普通鉄よりやや軽く，
コストも低廉，簡単な製造設備で済む」などとしているが （大阪朝日新聞 1917.12.21〔神戸大学附属図書館 新聞記事
文庫 製鉄業 02-064〕），果たしてどこまで現実味を帯びた話であったのか疑わしい．岩川はこの知人（某薬学博士）の
発明に関与し新聞記者会見をおこない，大阪府神崎駅付近に土地を買収，試験工場を設置し，成功の暁には更に原料
の豊富な場所に新たな工場を計画するなど民心を鼓舞している．
18）衆議院参議院 前掲『議会制度七十年史 衆議院議員名鑑』，63頁．日外アソシエーツ『新訂政治家人名辞典 明治～昭和』，
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入りしている 19）．
こうした事業活動のかたわら，岩川は政治にも進出している．1928（昭和 3）年には第 16回衆議
院議員選挙で初当選しているのである．ところが 1930（昭和 5）年，旭日生命会社の社長小口今朝
吉一派の背任横領事件に関係したとして東京地検から告訴される．清算段階で帳簿上，旭日生命は
800万円強の責任準備金を要しなければならないのに，実際には 300万円余りしか確保されておらず
500万円前後の使途不明金が発生したというものである．当時専務であった岩川が土地の購入や企業
買収資金等として費消したという嫌疑であった 20）．
このように実に多方面に活躍してはいるが，スキャンダルも多く，政界および財界でもなんとなく，
胡散臭いイメージのある岩川ではあったが，この岩川が昭和 11年末，友人で広島の実業家であった
森田福市から「関西から東京に出て一緒に仕事をやりたい．これからの熱エネルギーは石油である
から，タンカー業がよい」という話を持ち込まれたことから，日東鉱業汽船の設立活動が始まった
とされる 21）．
相談を受けた岩川はさっそく旧知の竹中治，そして藍沢弥八らと相談し同社の設立に向けてスター
トすることになったのである．
（2）竹中治との出会い
岩川は森田を「広島県の親友」とするが 22），森田の残した文献等からは岩川について別段，親友と意識し
た表現は見つからない．ただ岩川が明治 19年生れ，森田が明治 23年生れと 4歳程の年の差，岩川が衆議
院議員選挙に初当選した 1928（昭和 3）年と森田が当選した 1932（昭和 7）年もまた 4年程の差に止まる
ことなどから，国会議員としてのスタートにあたり，かなり親密な交流があったものと考えられる（第2図）．
岩川と竹中との関係も深い．竹中については次章及び別稿にて詳細に述べるが，岩川が 1886
（明治 19）年，竹中が 1900（明治 33）年生れだから年齢差は 14歳，親子であれば近すぎるし兄弟で
2003年，77頁．衆議院事務局『第 1回‐第 20回総選挙衆議院議員略歴』，1940年，59頁．
19）岩川与助「竹中治君との戦前の附き合いと事業関係」『竹中治の想い出』，ジャパンライン株式会社内竹中治追悼文集
編集委員会 1968年，48頁．
20）時事新報 1930.9.13（神戸大学附属図書館 新聞記事文庫 生命保険 5-075），戦後，岩川は再び国政を目指し 1947（昭和
22）年 8月 15日参議院議員鹿児島選挙区補欠選挙に立候補したが次点に泣く（国立国会図書館調査及び立法考査局『レ
ファレンス 659号』2005年，81頁．http://www.senkyo.janjan.jp/ election/1953/99/001862/00001862_8623.html）．
　 　しかしその直後，第 24回衆議院議員総選挙（1949年 1月 23日）に当選，通商産業委員，水産委員などを歴任（http://
kokkai.ndl.go.jp/SENTAKU/syugiin/007/0798/00703110798017c.html，衆議院会議録情報 第 007回国会通商産業委員
会 第 17号．http://kokkai.ndl.go.jp/SENTAKU/syugiin/007/0798/00703110798017c.html，衆議院会議録情報第 019回
国会 水産委員会 第 34号），1953年 10月には離島振興対策審議会委員に任命され地元屋久島の振興に尽力した（鹿児
島県離島振興年表）．第 25回衆議院議員選挙（1952年 10月 1日）にも当選し，中央政界では自由党総務として活躍
したが，1952（昭和 27）年 11月，選挙違反の嫌疑がもたれ公職選挙法違反容疑で再び逮捕されている．その後，第
26回衆議院議員選挙（1953年 4月 19日）にも立候補，当選したものの同期を最後に政界を引退している．享年不詳（衆
議院事務局 前掲『第 1回‐第 20回総選挙衆議院議員略歴』，59頁）．
21）岩川与助 前掲『竹中治の想い出』，49頁．
22）岩川与助 前掲『竹中治の想い出』，49頁．
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第 2図　日東鉱業汽船設立をめぐる人物連関図
岩川与助 藍沢弥八 森田福市 竹中 治
明治19年1月生
鹿児島県屋久島出身
明治13年3月生
新潟県柏崎市出身
明治23年6月生
広島県神石郡牧村出身
明治33年4月生
和歌山市南甚兵衛町出身
1901 明治34 上京，日本法律学校（日本大学）入学〔21歳〕
　
1904 37 上京〔14歳〕（後に，建築学校卒業後日本大学入学）
1905 38 浪速銀行入社〔19歳〕
1907 40 和歌山県那賀郡上名手小学校入学〔7歳〕
1909 42 株の現物屋 和泉商店 創業〔29歳〕 建築資材販売・建築請負業 山下商店入社〔19歳〕
1910 43 パルモア英学院卒〔24歳〕
1914 大正 3 吉川セメント会社の経営を承継〔24歳〕
1916 5 土木建築請負業 森田組 創業〔26歳〕
1917 6 製鉄会社設立に関係する〔31歳〕 　
　
　1918 7
東京株式取引所一般取引員（株仲買商）
を承継する（屋号：港屋商店）〔38歳〕
1919 8 大阪商業学校卒業，神戸高等商業学校入学
1921 10 広島市議員初当選〔31歳〕
1922 11 ｜｜
神戸高等商業学校3年修業，東京商科
大学進学〔22歳〕
1923 12 ｜広島県議員当選〔33歳〕
1924 13 ｜｜　 〃　 副議長に就任　 高文官試験合格
1925 14 ｜｜貴族院議員就任〔35歳〕 ［3月］東京商科大学本科卒業［4月］商工省商務局勤務
1928 昭和 3 第16回衆議院議員初当選〔42歳〕 ｜｜｜  　　　｜
1929 4
↓｜｜［8月］商工会議所会頭選紛糾
　｜｜［10月］商工省商務局仲裁
　｜｜［11月］商工会議所会頭就任〔37歳〕
　｜｜｜
［6月］広島県議員再選
［5月］大阪鉱山監督局勤務
［9月］商務局勤務 商工事務官［29歳］
 　　　｜
 　　　
 　　　
1930 5 旭日生命事件で背任罪〔44歳〕 　｜｜｜［5月］産業合理化博覧会開催 ［5月］貿易局勤務 商工事務官
1932
　
　
　
　
7
　
　
　
　
　｜［2月］第18回衆議院議員当選，貴
　｜｜｜  族院議員辞職〔42歳〕
　｜｜　  ［4月］時局博覧会開催
　｜｜｜
　｜｜↓
［1月］　｜　内閣統計官
［5月］　｜　商工事務官
［8月］　↓　商工事務官 依願免職
［10月］日本タンカ （ー株）相談役就任
1933 8 　｜｜［3月］商工会議所会頭辞任
1934
　
9
　
秋田硫黄（株）設立
　
　｜｜
　｜｜
　｜↓
秋田硫黄（株）社長就任
竹中イクと結婚〔34歳〕
1935 10 　 日本曹達（株）取締役就任〔35歳〕
1936 11 合同硫黄鉱業（株）設立 　｜［2月］第19回衆議院議員落選
1937
　
　
12
　
　［8月］ 日東鉱業汽船（株） 監査役就任
［3月］日東鉱業汽船（株）取締役 就任
｜
｜
［3月］日東鉱業汽船（株）社長就任
｜｜　［5月］商工会議所会頭就任 ［再選］
｜｜［11月］第20回衆議院議員当選
［11月］日東鉱業汽船（株）社長辞任，会長就任
［3月］日東鉱業汽船（株）取締役就任
［11月］日東鉱業汽船（株）社長就任
1938 13 ｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
↓↓｜↓ ｜
｜
｜
｜
｜
1939
　
　
　
14
　
　
　
［6月］日東鉱業汽船（株）会長辞任
　　　［8月］阿部内閣司法政務次官就任
［12月］広島県議員辞職
　　｜［9月］商工会議所会頭辞任
1940 15
日東鉱業汽船（株）専務取締役就任 ↓［6月］一般取引員組合委員長就任　
［7月］ 日東鉱業汽船取締役辞任
［8月］ 日本証券投資（株）創立 社長就
任　
　　｜
　　｜
　　｜
　　｜
　　｜
　　｜
　　｜
　　｜
　　
　　↓
｜大日本炭礦（株）社長就任
｜｜合同硫黄礦業（株）社長就任
｜｜日本曹達（株）常務取締役［40歳］
↓↓↓
1941 16
日東鉱業汽船（株）専務取締役辞任，取
締役就任
　
政府・興銀の意向に従い，日本証券投
資（株）を日本協同証券（株）に変更す
る．
［8月］読売新聞社顧問就任
［12月］日東鉱業汽船（株），大日本炭礦
社長他全ての営利事業の役員を辞任
1942 17 ｜↓
［4月］報知新聞社取締役就任
［8月］合併により読売新聞社取締役就任
1943 18
日東鉱業汽船（株）取締役辞任 ［7月］読売新聞社取締役辞任，商工省
工務官任官
［11月］軍需省軍需監理官兼軍需官就任
※ 表の作成に際し以下の資料を参照した．衆議院参議院『議会制度七十年史 衆議院議員名鑑』，1962 年・大阪朝日
新聞 1917.12.21（神戸大学附属図書館 新聞記事文庫 製鉄業 02-064）・日外アソシエーツ『新訂政治家人名辞典 
明治～昭和』，2003 年・衆議院事務局『第 1回～第 20回総選挙衆議院議員略歴』，1940 年・ジャパンライン株
式会社内竹中治追悼文集編集委員会『竹中治の想い出』，1968 年・時事新報 1930.9.13（神戸大学附属図書館 新
聞記事文庫 生命保険 5 ｰ 075）・藍澤弥八『私の履歴書』，日本経済新聞社，2004 年・飯野海運株式会社社史編纂
室『飯野 60年の歩み』，1959 年・広島商工会議所『広島商工会議所 100 年史』，1992 年・田辺良平「広島政財
界人物誌」経済春秋，2008 年・織田正誠『貴族院多額納税者名鑑』，太平堂出版部，1926 年・広島市議会事務局『概
観廣島市議会史』，1976 年・広島県議会事務局『広島県議会史第 1巻』，1959 年・衆議院参議院『議会制度百年
史 衆議院参議院名簿』，大蔵省印刷局，1990 年・広島商工会議所『広島商工会議所九〇年史』，1982 年・ジャパ
ンライン株式会社社史編纂室『日東商船株式会社社史』，1966 年・竹中治『私の回想』，1966 年・議會新聞社『翼
賛議員名鑑』，1943 年．
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あれば離れすぎる．このような関係であったからこそ少年期は竹中が岩川を頼り，青年期以降はそ
の逆の関係が成立していったのだろう．ともあれ岩川と竹中との関係は 1905（明治 38）年に遡る．
岩川が浪速銀行に就職していた 21歳の時，郷里鹿児島県屋久島の先輩荒川軍吉の知人である花岡（華
岡）政一（竹中の叔父）から紹介を受けたことが始まりであるとされる．当時竹中は遊び盛りの小
学生（7歳），生家の久保性を称していた．おそらく俗に言う「大学生のお兄ちゃん」と「やんちゃ
坊主」のような関係で親しく接していたのであろう．そのうち，竹中が利発で勉強も良くできるこ
となども分かってきた岩川は，彼が神戸高等商業学校に入学した 18，9歳の頃（大正 8年）花岡か
らの依頼を受けて，学費の面倒を見るようになったという．当時岩川は 34歳．良き？人生の先輩に
なっていた 23）．
ところで，この竹中，森田，そして藍沢が，後に設立時の取締役となっていくのだが，それでは
岩川と藍沢とはどのような関係にあったのであろうか．岩川は，なぜ設立時の役員に就任しなかっ
たのであろうか．
（3）藍沢弥八との関係　
藍沢弥八は，現在も東京日本橋一丁目に本社のある藍沢証券株式会社の創設者である．明治 13年
生まれ，岩川より 6歳年上，森田より 10歳年上である．新潟県柏崎市の庄屋の長男であった．学業
のかたわら家業の農業を継ぐべく手伝いに精進していたが，20歳の時，ふとした油断から足を骨折
してしまう．これにより農業をあきらめ上京，弁護士を志して日本法律学校（後の日本大学）へ通う．
森田とは同窓である．卒業後，当時教科書の出版元としては大手の金港堂に入社し経理を担当する．
ここの取締役社長，原亮一郎との出会いが彼をして証券業界へと導くこととなる．後に原の出資を
得て港屋商店という名の株屋（東京株式取引所一般取引員）を手伝うこととなるが，船との出会い
もこの港屋商店に関係する．つまりこの店に 50万円の借金が生じてしまい，その損失を穴埋めする
ため，彼は友人と共有していた彰化丸（3,200トン）を手放すこととなる．当時 8万円で手にした船
の権利が 25万円で売却でき，差額 17万円を手にし，返済資金の一部にあてることができた．その
後この船は味の素が 125万円で取得し，更に 150万円で転売したという 24）．
おそらくこのような話を聞くに及び彼の心は揺れ動いたのであろう．当時，第一次世界大戦の最
中であったとはいえ存分に使用できた船が最終 6倍もの高値で売れたのである．後に設立委員長と
して日東鉱業汽船の経営に尽力したきっかけとして，当時彼が隆安丸（2,000トン）という船を三井
系企業に傭船していたことが挙げられているが 25），海運に寄せる彼の関心もこの時期，密かに形成さ
23）ジャパンライン株式会社内竹中治追悼文集編集委員会『竹中治の想い出』1968年 ,45頁 ,65頁 . 華岡家系図によれば
政一氏は直系 5代目の子孫に当たるが，苗字必称令により花岡姓に改めている（紀の川市華岡青洲の郷里にて ,花岡
勇氏インタビュー）.
24）船の名は彰化丸，買値は 25万円であった．その内 8万円について藍沢が出資していた（藍澤弥八『私の履歴書』，日
本経済新聞社，2004年，388頁）．
25）藍沢弥八「古い交遊，賢い男だった」『竹中治の想い出』，ジャパンライン株式会社内竹中治追悼文集編集委員会，1968年，
1頁．
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れていたのであろう．
自らが望んだ道ではなかったが，証券界における彼の仕事ぶりはしだいに認められ，昭和 15年に
は一般取引員組合委員長として大きな仕事をすることとなった．彼は常々，有価証券の相場変動は
国民の経済心理に影響することの重大さを痛感しており，国に対し，株価コントロールのための機
関の存在を強く主張していた．そして，ついに 1940（昭和 15）年 8月，主要財閥や関係機関の協力
を得て日本証券投資株式会社（払込資本金 625万円）を設立，取締役社長に就任した．この組織は
成功を収め，更に大蔵省の後押しに加え，興銀の支援もあり 1941（昭和 16）年 3月には，日本協同
証券株式会社（授権資本金 5,000万円）へと拡大，昭和 15年秋以降の株価低落を一時的に支えるな
ど所定の成果を上げていったとされる 26）．
日本協同証券株式会社は，藍沢が設立した日本証券投資株式会社がベースとなったものであった
が，設立にあたって，資金支援の中心が興銀であったことから，取締役社長は興銀から出すべきで
あるとのことになり，藍沢は社長を退くこととなった．かかる経緯からか藍沢自身も重役への要請
を断っていた．ただ実際の運営は藍沢を置いて人はおらず，興銀からの断っての希望に添う形で，
引続き彼が担当することとなった．巨額の資金を主力企業に対し，いわゆる逆張りの手法で投資す
ることにより業績はすこぶる好調で，1年間で 1億円もの利益があがったという．
このように会計や資産の運用にかけては経験も実績も充分な藍沢であったが，日東鉱業汽船の取
締役は 1940年 7月 4日付で辞任している．船舶建造資金の調達段階で興銀の支援を受けることとな
り，興銀から「株の仲買人が入っていては困る．融資しかねる」との注文があって経営から手を引
いたとしている 27）．その後，日本協同証券株式会社の成功へのやっかみからか「藍沢が私腹を肥やし
ている」などの噂が立ち上るなどしたため，あらかじめ経営上マイナスとなる要因を取り除いた興
銀の判断は正しかったのかもしれない．
その後の慎重な調査で，藍沢の潔白は証明されたが，残念なことにこの時期，日東鉱業汽船およ
び当時の社長竹中にあっては，貴重な人材を失うことになってしまった 28）．
ところで岩川と藍沢は，それ程深い間柄ではなかったとも推測される．なぜなら岩川は，竹中と
の出会いについて「竹中が，商工省鉱山監督局書記官として大阪に在勤した当時，経済界との交流
から始まった」と述べているからである．岩川が両者の関係について理解していたのは，この程度
の認識に過ぎなかったのである．藍沢自身は，竹中との出会いについて「岩川の紹介もあったが，
それ以前に竹中の養家で大阪の竹中家との関係が深く，そのことが両者を急速に親しくさせる原因
26）東洋経済新報（昭和 17年 1月 17日号）「年末大反発に転じた昭和 16年株価指数」1942年，16頁．
27）藍沢弥八 前掲『私の履歴書』，414頁．岩川与助 前掲『竹中治の想い出』，51頁．
28）藍沢は 1969（昭和 44）年 1月 29日，88歳でこの世を去っているが，晩年は極めて短期間であったが貴族院議員（昭
和 21年 8月～昭和 22年 5月），平和不動産取締役社長，東京証券取引所理事長（昭和 32年 9月～昭和 36年）を歴任
している（藍澤弥八 前掲『私の履歴書』，419頁）．
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になっていった」と述べている 29）．
また，藍沢は海軍との人脈形成にも尽力している．自叙伝『私の履歴書』中に「日東鉱業汽船を
つくるにあたっては海軍出身の人を役員に迎えたりして，私としてもずいぶん骨折ったのだが…」
との記述がある 30）．この点に関しては，他に同様の記述も見られないため，1936（昭和 11）年 10月
1日まで飯野海運の取締役であった元海軍主計少将川田小三郎（当時 53歳）を引き抜いたのは，や
はり藍沢だったのであろう 31）．
以上，日東鉱業汽船設立にあたり，関係する人物 5名，岩川・竹中・森田・藍沢・川田相互の関
係を概観してきたのであるが，その中で岩川の果たしてきた役割はきわめて重要であった．岩川は
最初の取締役となる森田や藍沢と接触し会社設立の動機付けに尽力したのであった．ところが彼は
設立時の取締役に就任しなかった．彼がスタートに描いた日東鉱業汽船の清新な姿は政財界の顔と
しての森田，資金の藍沢，主要顧客である海軍とのパイプ役としての川田，そして自らの代役とし
ての竹中，以上 4名の重役からのスタートであった．岩川が設立当初の役員に加わらなかったのは，
設立準備段階での実務を担当していなかったこともあるが，やはり，新会社のスタートにあたって，
旭日生命事件の暗い影響をひきずる岩川を未だ表に出さない方がよいのではとの思惑が，発起人全
員をして形成された結果ではないだろうか 32）
2．初代社長 森田福市の想いにふれて
（1）財界人と政治家
それでは，初代の取締役社長であった森田福市とは，どのような人物であったのだろうか．彼の
成功の基礎は森田組（土木建築業）にあった 33）．当時，主な公共建造物が木造から鉄筋コンクリート
29）藍沢弥八 前掲『竹中治の想い出』，1頁．1914年の日本全国商工人名録によると合名会社竹中は，大阪淡路町におい
て電話周施業を営み営業税 46.26円，所得税 46.03円を納めている .また 1921年の大阪府農会報 236号によると中河
内郡小阪村の竹中信太郎が十町歩以上の土地所有者欄に掲載されている．
30）藍沢弥八 前掲『私の履歴書』，414頁． 
31）飯野海運株式会社社史編纂室『飯野 60年の歩み』1959年，817頁．
32）1937（昭和 12）年 8月 6日，竹中社長誕生の下で岩川もまた取締役に就任する．竹中に対する岩川の信頼は厚く，竹
中もまた岩川の存在を拠り所としていたのであろう．
33）森田福市は 1890（明治 23）年 6月 15日広島県神石郡牧村に生まれた．家計を助けるため，小学校卒業後直ちに東京
で働き，夜間は建築学校，更に日本大学の予科に学んだが，母の訃報を知り帰郷，その後，福山市に醤油・木炭店を
開業するが成功せず（広島商工会議所『広島商工会議所 100年史』，1992年，211頁），岡山県笠岡で建築材料商・請
負業を営む山下商店に就職した．その後営業手腕が発揮され活躍，まもなく岡山市の吉川セメント株式会社の経営を
引き継ぐことになったという（吉川セメント㈱は，1918年 9月設立，授権資本金 20万円〔払込資本金 10万円〕，岡
山県上道郡平井村に所在する会社であった．取締役社長は泉正一，取締役に岩田米次郎・泉信太郎，監査役に泉明次郎・
岩田與三郎を配する泉一族の同属会社であった『日本全国諸会社役員録 下編』商業興信所，1923年，525頁）．
　　第一次世界大戦下セメントの価格は暴騰し，戦争終結前に，潔く売却を決断した彼は巨万の富を築き，このことが
その後の成功のきっかけとなっていった．森田は，売却で得た資金を元に 1916（大正 5）年，広島市大手町に土木建
築請負業森田組を創設した（田辺良平「広島政財界人物誌」経済春秋，2008年，20頁）．
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へと移り変わる時期であったから，この点に着眼した彼は，積極的な営業に努めると同時に信用を
重んじ，確実な仕事を遂行し，行政との繋がりをより強力なものへと固めていった 34）．
1921年 6月，当時 31歳の彼は一般選挙で広島市市議会議員に初当選している．当初は 3級議員で
の当選であったが 4年後の再選時には 2級議員に昇格している 35）．財界同様に政界においても森田の
手腕は遺憾なく発揮された．『広島市議会速記録』によると議員就任早々，1922（大正 11）年 5月
9日の予算審議において経常の部に市長交際費 2,000円が計上されている点を指摘，当初予算 1,000
円から 3,000円へと急増している原因の答弁を要求し，緊縮財政の下では，市長俸給 15,000円を
10,000円に減額し市長交際費を 2,000円に押さえるべき旨の発言をしている．また 1925（大正 14）
年 2月 25日には他の自治体のほとんどが緊縮予算を組んでいるのに広島市の総経費が 17,000円，更
に市長退職金 10,000円を加えると 27,000円もの増加になる点を指摘，他にも職員採用の事実を追求
し人件費に対する考え方の甘さを追及している 36）．経営者としての経験から生ずる清廉潔白な一面で
ある．しかしながら彼はやはり一代で材をなした実業家でもあった．このような政治家としての姿
勢とは裏腹に，自らの生業に関係する議案に対しては執拗なほどの執着心を燃やしていた点も窺え
るのである．
1923（大正 12）年 5月 9日，市内類焼により消失した小学校校舎建築に関し「鉄筋でなくても木
造でよいではないか」という意見に対し，「今日建築物ハ木造ノ時代デハアリマセヌ 木造ノ耐久力ガ
先ヅ学校トシテハ二十年デ尚火災ノ虞ガアリマス 鉄筋コンクリートハ幾ラ寿命ガアルカラト言ウテ
モ未ダ 1ヶ所モ皆鉄筋コンクリートノ建築物ガ毀シテ居ラヌカラ寿命ノ統計ガナイ 凡ソ百年位い
（ママ）
保
ツデアロウト思ヒマス．時ニ依テ価格変動ガアリマスガ 現今デハ木造ヨリ安クアリマシテ便利デア
34）彼の事業をして成功に導いたのは米子専売局新築工事であった．損害額 36万円を超える大水害や大火災に遭遇しな
がらも，その困難を乗り越え（損得抜きにして ･･･ 引用者）竣工に漕ぎ着けた．これが評判となり，大蔵省を中心に
各方面より年額 5600万円を超える工事を請け負うようになったという（広島商工会議所 前掲『広島商工会議所 100
年史』，211頁）．後に貴族院議員として多額納税議員に推挙されるが（織田正誠『貴族院多額納税者名鑑』，太平堂出
版部，1926年，466頁），彼の場合，地価はなく現金収入だけでその要件を確保していたのだから，その事業（土木建
築業で築いた資金力）での隆盛は凄まじいものであったにちがいない（田辺良平 前掲「広島政財界人物誌」，経済春秋，
20頁）．森田が竣工した代表的建造物を今も身近に見ることができる．神戸 JR三ノ宮駅を降り立ち南方に海岸の方を
望むと円筒形の塔屋を付した建物が見える．1923（大正 12）年 4月 14日起工，昭和 2年 3月竣工，地上 4階，地下 1
階，塔屋部分 9階の大蔵省神戸税関である（神戸税関『神戸税関 120年の歩み』，六甲出版，1988）．総工費 222万円，
建坪 754坪，総延坪 2978坪，当時では珍しい鉄筋コンクリート造りの公共施設であった（神戸税関『神戸税関百年史』，
1969年，266頁）．
　　海陸運輸連絡設備の第一期工事報告書（1906年 4月着工，1922年 7月竣工，事業規模 1500万円余）によると工事
契約は「工事又は労力及び物品供給競争入札規則」により主任官吏の承諾を得て行う，今日で言う指名競争入札に近
い形式であった（大蔵大臣官房臨時建築課神戸出張所『神戸税関新設備報告』，1923年）．施主は大蔵大臣官房臨時建
築課であり，神戸市の予算分担は 24.6％に止まることから，続く第二期工事における神戸税関陸上設備（予算規模 1,027
万円）の一部について施工地の神戸からはるか 300キロも離れた広島の森田が落札したことも，当時の彼の勢いから
して，むしろ当然な成り行きであったのかもしれない．その他，彼の手がけた工事は立川陸軍飛行隊の建築工事（請
負額 250万円）など多数にのぼった（田辺良平 前掲「広島政財界人物誌」，経済春秋，20頁）．
35）広島市議会事務局『概観廣島市議会史』524頁（1976）．等級は納税額に依るものと思われる．
36）広島市議会『広島市議会速記録（自大正 10年至大正 11年）』．
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リマス．私ハ設計ヲ知リマセヌガ 先ヅ坪デ二，三千円ノ差ト聞テ居リマス．本市ノ学校ノ比モ追々い
（ママ）
鉄筋コンクリートニ改造シナケレバナラヌモノト思ヒマス」と反論している 37）．
彼はこの後，早くも同年の 9月には，広島県議会議員に当選しており，何とその一ヶ月後の 10月
25日，早くも議会副議長の要職に就いている 38）．通常では考えられない異例の昇進である．1925年 9
月には貴族院議員にも就任しており，1932年 2月 18日，貴族院議員 7年の任期を待たずして第 18
回衆議院議員選挙に当選，続く第 19回衆院選では落選したものの 1923年 4月 30日，第 20回衆院
選では見事返り咲き，続く 1942（昭和 17）年 4月 10日のいわゆる翼賛選挙にも当選している．
その間，諸外国との通商にも意欲的で第 26回列国議会同盟会議（ロンドン）並びに第 16回万国
議員商事会議（ブリュッセル）に参列し，その際に視察した海外の産業状況を『海外旅行日誌（西
から西へ）』（1931年刊）にまとめている 39）．同書からは特にヨーロッパ諸国の産業事情に関し，彼の
37）他にも，森田と同僚議員 1名が仲裁に入って話をまとめたコンクリート橋入札の件について土木課長・助役および会
社側の陳述をもって「森田らが私腹を肥やしているのではないか」との誤解を受けるような報告に対しては，断固答
弁した内容が 1922（大正 11）年 7月 6日付で残されている．森田の人柄を知る資料の一端となるので紹介しておきたい．
　　彼は「最初，木造デアッタノガ鉄筋コンクリートニ変ッタト言ウ事ハ知テ居リマスガ 委員ハ関係シテ居ラヌカラ詳
シク知リマセヌガ 模シ其鉄筋コンクリートニ付テハ市ト相当ノ経験アル請負者モアル（ノニ特定 ･･･ 引用者）ノ会社
ト随意契約ヲシタト言ウ事ニツイテ物議ヲ生ジタト言ウ事モ知ッテ居リマセナンダガ 何等自分等ニ関係シテ居リマセ
ナンダガ 拾モ 12月 7，8日の頃ト思ヒマス 土木請負組合ノ役員ガ訪問サレテ 之ガ二回目ノ訪問デアリマシテ 其時詳
細ノ関係ヲ聞キ知ッタノデアリマス」と答弁している．そして，それを聞いた森田は土木請負組合に対し，土木課長
に再度「既に随意契約を締結したのかどうか」聞いてもらったところ土木課長は「未だ契約していない」とのことであっ
たとしている．土木課長と土木請負組合の話とが食い違っている．そこで森田は「それならその指名業者の一人に○
○○○（判読不能‐引用者）も加えて貰いたい．市の仕事なのに全然他所の人手に請け負わせるのは市の土木組合と
しても面目に関する問題であるから」ということで申し込んだところ「土木課長もこの意を涼とされたと思う」とし
ている．そして「見積書を出してみたら」という土木課長の答えに対し，せっかく見積書を出しても不採用なら努力
しても無駄なので，入札価格について土木委員会に諮った末，39,800円の見積書を出した．その後「それで，会社と
の間で契約できたのかどうか」土木請負組合に尋ねたところ，まだ契約できていないとのことであったので，何とか
しなければ市にも迷惑をかけるということで，同僚議員と会合の際に話がまとまったとする（広島市議会『広島市議
会速記録（大正 12年）』）．
38）1925（大正 14）年 12月 21日，森田は県議会副議長および県議会議員を一旦辞職しているが 1932年 2月 20日第 18
回臨時総選挙に再度立候補し，以後 1942（昭和 17）年 4月 30日第 21回総選挙（翼賛選挙）まで連続して就任してい
る（広島県議会事務局『広島県議会史第 1巻』，1959年，1264～ 1270頁）．
39）この他に森田福市の著作として『満鮮視察記』（1938年）が残されている．森田は，1937年 6月 12日から 27日まで
の間，広島県商工団体連合会長・広島商工会議所会頭として，中国北東部および朝鮮半島における産業状態を視察した．
旅順から大連・撫順・奉天・新京・ハルピン・牡丹江・清津・外金剛・京城・釜山と駆け足の旅であったが，その旅
行記には驚くべき精緻な現地産業経済事情が紹介されている．すなわち，当時，大連では貿易量の激増と共に，それ
を支える港湾設備の拡充が進められていたが，同書には次のような記録が残されている．「（大連港は）三千九百八十
米の防波堤に包擁された水面積三百十萬七千平方米，繋船岸壁の全長五千米，水深八米より十三米に及び，同時に
三千噸乃至四千噸級の船舶四十隻の繋船能力を持つ．更に第四埠頭完成の暁は，尚延長すること千二百米となる．陸
上設備としては埠頭構内全面積約二百八萬四千平方米中に，倉庫乃上屋七十九棟の四十八萬三千八百平方米，雨量
の少ないのを利用して設けられた，野積保管場が約五十一萬三千平方米，その間に敷設された荷繰用線路の延長は，
百七十八（キロメートル）の長きに及び，毎年十一月から翌年五月に至る輸送繁忙期に，奥地から此の港に動向する
農産物の量だけでも実に夥しいものがある．尚埠頭の北方對岸廿井子に，世界有敷の電力による石炭専用埠頭があって，
益々その機能を高めてゐるが，更に周水子一帯の海面が築港利用せられた暁には大連湾の有する世界的意義は，蓋し
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考え方を伺い知ることができる．すなわちリヨンでは絹織物を中心とする工業都市を，コペンハー
ゲンで活況を呈する造船業を，アーヘンでは高品質を誇る針工業を賞賛し，逆にモスクワでは店頭
に並ぶ商品の少なさから共産主義の限界について指摘している．ロンドンでは関税の重要性，労使
協力の必要性を，ニューヨークでは 8時間労働制に，フォードシステムなどそのマネジメントにつ
いて，高い能率水準について学んできたようである．この他，同書では，サンセバスティアン（ス
ペイン）にて徳川家達侯爵（議長）らと親交を深めるなど華族との人脈形成にも尽力していた過程
と共に，世界一週の旅の様子が楽しくまた具体的に表現されている．このようなこともあり，先進
諸国の長所を取り入れたわが国産業の振興にはことのほか意欲的で，1926年 11月から 1933年 3月
および 1937年 5月から 1939年 9月まで広島商工会議所会頭を努めている．また議員生活の傍ら
1930年 5月産業合理化展覧会，1932年 4月には時局博覧会を開催するなどの実績を残し，広島県下
商工団体連合会長，中国四国商工会議所連合会長も兼務している 40）．
（2）船会社経営の動機
それでは，なぜ森田は船会社の経営に携わろうとしたのであろうか．
一つの理由は，外貨獲得手段としての海運業へのこだわりである．常々一国の通貨について兌換
紙幣からの脱却を主張してきた森田は，金本位制復活には消極的であった．政友会に所属する彼は
その著『時局批判と其の対策』において，金の再解禁対策として平価切下げの実行や，関税障壁の
益々人の意表に出づるものがあるであろう．又右の他豆油・重油及石油其他危険品揚積用として二本の寺睨溝桟橋が
あり，尚鉱石其他撤貨物荷役のために濱町埠頭，戎克による貨物揚積のために ･･･」（森田福市『満鮮視察記』，1938年，
67頁）．
　　また撫順では龍鳳炭鉱についてその位置・鉱区・炭層・石炭分析表・沿革・採掘法・運搬・選炭・通風・排水・燈火・
動力・坑内事故救護施設・機械及土木・電気事業について詳細なデータが記されている（同 106頁）．
　　製油工場（オイルセール工業）では現地事情により見学は出来なかったようだが，成分分析他その作業工程につい
て次のような記述が残されている．「露天掘で採炭せる油母頁岩を一定の大きさに破砕し，乾餾炉にて熱瓦斯の低湿乾
餾を行ふ．即ち瓦斯中の油分は液体となり分離され，窒素は硫酸安母尼亜として回収される．而して油分及安母亜を
回収された瓦斯は乾餾用瓦斯又は加熱炉，汽罐場及蒸餾罐の加熱燃料として使用される．又液体となりて分離された
る頁岩原油即ち粗油は蒸留工場及分解揮発油工場に送られ，重油又は揮発油の原料として使用される．蒸留工場に送
られた原料油は，連続及単独の蒸留罐にて蒸留されるものと，パイプ式蒸留装置によるものとの二方法に分たる．而
して何れもそのパラフインの含有量多き緑油は冷却圧搾されて組織を分離し，他は燃料油即ち重油となるのである」（同
書 119頁）．
　　その他，商業都市奉天では主要貿易品目や国策として進められていた鐵西工業地区における進出企業の内訳，新京
では急速に進む首都としての都市基盤整備等についてまで網羅した記録を残している（同 141頁，143頁，154頁）．
　　また，本書末尾の満鮮産業概観には，両地域の農・林・鉱・水産・工・商業および貿易について纏めている．中でも大豆・
高梁・栗・玉ねぎ・小麦などの農産物や石炭・鉄・砂金・マグネサイト・油母頁岩などの鉱物に，特に関心を寄せている（同
書 251～ 304頁）．
　　このように同書では商工業者の団体としての立場上，産業全般についての視察がなされその結果が要約されている
のであるが，その記述全般から窺えるところやはり港湾，鉱山に重点が置かれているのであり，この時期，東洋にお
ける彼の関心はもっぱら鉱業しかもエネルギー源としての石油・石炭，そして食料も含めこれら輸送手段としての海
運にあったことが読み取れるのである．
40）広島商工会議所前掲『広島商工会議所 100年史』，212頁．衆議院参議院『議会制度百年史 衆議院参議院名簿』，大蔵
省印刷局，1990年，656頁．
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取捨選択，為替や貿易の管理に充分な注意を払うことの重要性などを提言していた．通貨危機の際
には何より正貨の流出を防ぐことが肝要であるとしており，当時，外債に対する支払利子だけでも 1
億 5000万円もの流出が危惧されていた状況下で，外貨獲得に貢献できる外航海運業には人一倍関心
を寄せていたのである 41）．
次には，やはり有事への対応である．内にあっては力強く実効性のある政策を着実に実現し，民
心に安心を与えるため，外にあっては列強の干渉から自らの立場を維持するため，彼はファシズム
に傾向していく．彼は『時局批判と其の対策』においてムッソリーニのファッショ政権を賛美し，ヒッ
トラーでさえ偉大な人物であるとまで述べている 42）．そして「人情風俗を異にする國と國との間に争
ひが惹起した場合には，國際裁判所の判決のみに俟つこと能はざるのみならず〈中略〉，武力を以て
對抗するの外途がないのではあるまいか〈中略〉，故に國防は，國を守るといふことよりも，その國
の権利を擁護する為めに，更に又我國の如く，人口が年々加速度を以て殖えつゝある國勢に鑑みて
は〈中略〉，寧ろ進んで領地を拡張して，常に安定を缺いてゐる他國民を，我國の如き秩序整然，國
是の備つてゐる，國家組織の中に抱擁してやることこそ，眞に世界人類の幸福増進に資するもので
あろう」などと述べている 43）．
別の箇所では外交努力の必要性に触れてはいるものの 44），この発言は明らかに帝国主義的である．
いずれにしてもこのような言動からは，近い将来，列強諸国との軍事的衝突に至ることも充分に覚
悟していたことが読み取れる．彼の船会社経営の想いは，むしろ有事の際の物資輸送など，船舶需
要の増加を見越したいわば政商としての動きにあったのかもしれない 45）．
（3）第 2代の社長 竹中治との接点
それでは同じ船でもなぜタンカーに固執したのであろうか．もちろん森田持ち前の国際感覚や経
済見通しあるいは経営観からタンカーの必要性を感じていたという説明でも十分なのだが，より確
41）森田福市『時局批判と其の対策』，大日本昭和聯盟出版部，1932年，54～ 62頁
42）森田福市 前掲『時局批判と其の対策』，3～ 9頁
43）森田福市 前掲『時局批判と其の対策』，118～ 120頁．
44）森田福市 前掲『時局批判と其の対策』，120～ 123頁．
45）ところで既に森田は，船や港について，商工会議所会頭という役職柄，産業面を中心に様々な運動を展開していた．
たとえば彼の地元広島（宇品）港について，長年の懸案であった港湾修築および第二種重要港湾選定要望について，
会頭就任後間もない 1930年 5月 11日「宇品港ヲ第二種重要港湾ニ指定セラル〃様政府ヘ建議スルノ件」として通常
総会に議案を提出，その目的を達している．1929年 8月 28日には大蔵大臣ならびに広島税務監督局長らに対し「台
湾糖移入港指定ニ関スル件」として陳情をなし実現，港勢および地方産業の発展に寄与するところとなった．また
1931年 11月 12日には逓信大臣に対し「青島往航宇品寄港継続に関する件」を，1938年 8月 8日には日本郵船・大阪
商船・原田汽船各取締役社長に対し広島県知事，広島市長らと共に陳情書を提出している．このようなことからして
も海運に関する彼の事業欲は強く感じられるのであるが，この時期（1936年 1月 21日，衆議院議員解散に伴う 2月
20日の総選挙落選後 1937年 11月，第 20回衆議院議員選挙までの間），1937（昭和 12）年 3月 5日に日東鉱業汽船の
設立がなされていることからしても，その準備期間も含めて，ちょっと手の空いた時期に森田が船会社の経営を思い
ついたことは動機的にも時期的にも納得できるのである．広島商工会議所『廣島商工會議所五十年史』，1931年，292
～ 312頁．
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実な答えは第 2代の社長となる竹中治との関係に求められる．
昭和 7年 8月商工省を依願免職した竹中は，当時 6隻，36,000総トンのタンカーを保有していた
岸本一族率いる日本タンカー株式会社の相談役に就任している 46）．この後，日本タンカーは日東鉱業
汽船に買収されることになるのだが，商工省鉱山監督局に在籍し，わが国エネルギー事情にも精通
していた竹中は，この時既に「石油」，そしてその輸送手段としてのタンカーに対し，極めて強い興
味を抱いていたことは容易に想像できるのである．
それではこの竹中と森田との接点はいったいどこに求められるのであろうか．
一つの接点は 1930年 5月に開催された産業合理化博覧会およびその翌々年に開催された時局博覧
会に求められる．産業合理化博覧会は，当時の金解禁政策により，進む円高に対して輸出を増進さ
せる目的をもって，商工省が中心となって進められた産業合理化運動に端を発するものであった 47）．
時局博覧会は 1932年 4月 29日から 5月 15日まで，当時の最先端軍事産業を中心に広島，呉など主
要工業都市部において繰り広げられた地方イベントであったが，わずか 7日間の実施にもかかわら
ず，40万人もの入県者数を数え，大盛況の内に終了した 48）．これら博覧会実施時の広島商工会議所会
頭が森田であり 49），おそらくその開催や運営にあたっては，商工会議所の実質的な監督官庁であった
商工省と何度もやりとりがあったと思われる．1930年 5月，竹中は貿易局へ転勤するが（第 2図），
貿易局は同年 5月，省内の機構改革により，商務局より分離独立した新しい部局であり 50），この配置
転換にもかかわらず，森田・竹中間の関係はこれまで以上に良好な状態にあったとも考えられる．
次の接点は，広島商工会議所での内紛に求められる．1929年 7月 2日，張作霖謀殺問題で政友会
系の田中内閣が総辞職し，民政党系の浜口内閣が成立したが，この事件を切っ掛けとして，前回選
挙の際，時の政府を背景に持つという論理で，次期会頭に約束されていた政友会系の森田の会頭就
任に異議を唱えるものが現れた．民政党を軸とする反森田派との対立の始まりである．これ以後，
広島商工会議所では前会頭が辞職した 1929年 8月 15日からしばらくの間，混乱を繰り返した．こ
の間，両派競って商工省に対し，直訴合戦をおこなうなどしたため，商工省商務局もついに，大臣
名をもって森田会頭当選を無効とし，10日以内に会頭選挙をおこなうよう指令した 51）．
46）岸本一族は岸本兼太郎を中心とする企業グループであった．当時，同氏は岸本汽船取締役社長の立場にあり，昭和
11年より日本タンカー取締役会長を兼務している（海事彙報社『海事年鑑 昭和 7・8年版』，1932年，26頁・48頁．『海
事年鑑 昭和 11・12年版』，1936年，29頁）．
47）日本商工会議所「産業合理化第 1輯」，1930年，1～ 2頁
48）明治天皇が軍人勅諭を表した 1882年 1月 4日から数えて 50周年に当たるこの年を記念して，第五師団・広島県・広
島市そして広島商工会議所の共催，呉鎮守府・陸軍運輸部の後援を得て広島市において実施された．広島商工会議所
　前掲『廣島商工會議所五十年史』，375頁．広島商工会議所 前掲『廣島商工會議所五十年史』，375～ 382頁．
49）広島商工会議所『広島商工会議所九〇年史』，1982年，771頁． 
50）秦郁彦　前掲『戦前期日本官僚制の制度・組織・人事』，410頁．
51）しかし，この 10日間内においても森田派議員が反森田派議員を殴打したとか，しないとかいった激しい対立が続き，
結局，実業界リーダーの仲介によって，ようやく 11月 8日，森田会頭が就任するという事態に収束した（広島商工会
議所 前掲『広島商工会議所 100年史』，210頁）．
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このように商工大臣の裁定にまで発展した事件ではあったが，この年の 9月より，竹中は商工事
務官として本庁商務局勤務に就いているのである 52）．
いずれにしても森田と竹中とは時空の中で極めて接近する状況にあったことは確かであって，今
後のエネルギー政策について官僚という立場から十分な情報を持っていた竹中と，政治家であり財
界人でもあった森田の両氏が，岩川の紹介以前に既に面識を深めていたことは充分に考えられるの
である．
また彼が船会社の経営を決断し，岩川に対し「関西から東京に出て一緒に仕事をやりたい．これ
からの熱エネルギーは石油であるから，タンカー業がよい」と，具体的に石油輸送を指示している
理由も納得できるのである．
3．経営権譲渡の本意
（1）政務次官就任と軍への配慮
日東鉱業汽船設立後，森田は多忙を極める．1937（昭和 12）年 4月 30日の第 20回衆議院議員選
挙に当選するのである．この当時，森田は広島県議会議員を兼ねており，また広島商工会議所会頭
としての要職にもあった（第 2図）．1937（昭和 12）年 11月 24日，森田は社長を辞して取締役会
長に退いた．
彼は 1939年 8月に阿部信行新内閣の司法政務次官を拝命し，広島商工会議所会頭も辞職し政務に
専念せざるをえない状況へと追い込まれていった．政局はしだいに大政翼賛会を中心とする軍事政
権へと変貌するなか，ドイツとの軍事同盟締結は米英との対立激化を招くとして大戦への不介入方
針を掲げる阿部内閣は，しだいに政権運営に行き詰まりを見せていた．森田は激務の中で日東鉱業
汽船の会長をも兼務できないような状況へと追い込まれていった．そして 1939年 6月 17日，遂に
取締役を辞任する 53）．背後には阿部内閣の政策方針と最大顧客である軍部，特に陸軍との意見対立の
影響に配慮しての人事だったのかもしれない．
（2）高値での買取りが約束されていた船舶の存在
あるいは，別の解釈も成り立つ．そもそも森田は既に竹中と通じタンカー経営の妙味を存分に感
じ取っていた．森田は竹中，あるいは竹中と親しい岩川と，多方面に人脈を持つ自らが取締役社長
となり会社成立を目論み，成立後は速やかに社長の座を竹中に譲り渡す旨の密約を交わしていたの
52）広島商工会議所 前掲『広島商工会議所 100年史』，207～ 210頁．ジャパンライン株式会社 前掲『竹中治の想い出』，
495頁．商工事務官としての彼の役割がどのようなものであったのかは定かではないが，当時の商工省は戦時経済体
制の下，産業合理化運動を展開する政府の中心的な組織であった（秦郁彦（戦前期官僚制研究会編）『戦前期日本官僚
制の制度・組織・人事』，東京大学出版会，1981年，410頁）．1930（昭和 5）年 6月には産業合理化行政を専管する
臨時産業合理局が設置され，予算配分・運営方法等をめぐり関係機関である商工会議所とはかなり密接な関係にあっ
たと推測される．
53）ジャパンライン株式会社社史編纂室『日東商船株式会社社史』，1966年，309頁．
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かもしれない．とするならば，森田にとっては何らかの大きなメリットがなければならない．これ
を裏付けるような取引が存在する．法律上，資本の充実に反する取引として問題視される「財産引受」
である（第 3図）．
※ これら一連の取引の資料として，日東商船株式会社社史（ジャパンライン株式会社社史編纂
室 1966年，62頁）収録の契約書並びに株主名簿（同，61頁）が存在する．
すなわち創立当初の日東鉱業汽船は一隻の船も持たなかったのであるが，船腹計画には既に 2隻の
大型タンカーが配置されていた．日榮丸（13,450重量トン）と東榮丸（13,460重量トン）である．
いずれも最高速力満船 16ノット，空船 19ノット，1万馬力のディーゼルエンジンを搭載した優秀船
であり．いずれも神戸の川崎造船所との間に建造が約束されていたものであった 54）．
この権利を，日東鉱業汽船株式会社設立の暁には，森田から会社が引き取り，その見返りに会社
は森田に 1,475,000円を支払う旨の契約がなされていた．もちろんこれでは他の発起人の同意を得ら
れない．そこで森田は会社成立当時の株主全員に対し一律，1株に付 6円 25銭の割戻金を支払うこ
とにしていた．当時の発行株式総数が 20万株だから割戻金は 1,250,000円，その中には，森田の所
有株式 6万株分の 375,000円も含まれていた 55）．
54）竹中治 『私の回想』，1966年，12頁．海軍の意向に配慮し，デッキには砲台の台座まで備えていた．
55）ジャパンライン株式会社社史編纂室 前掲 ｢日東商船株式会社社史｣ 62頁．
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第 3図　財産引受の取引関係図
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当時，日東鉱業汽船の払込資本金が 1株に付き 12円 50銭で 20万株，2,500,000円に対し 1,475,000
円は大金であった．会社側のメリットは，当時急上昇していた船価の状況に加えて，既に優秀船建
造助成施設第二種船に採用されていた日榮丸に対して支払われる 1トン当たり 1律 40円，総トン数
1万 20トン分，計 400,800円の建造助成金に求められた 56）．それにしても，正味 1,074,200円（1,475,000
円－ 400,800円）という 2隻（日榮丸及び東榮丸）の権利金に対し，森田個人が 600,000円（1,475,000
円－ 1,250,000円＋ 375,000円）もの利益を得ていた点は注目すべきであろう．
第 2表　日東鉱業汽船第 1期～第 4期　比較貸借対照表
  （単位：円）　　　
第 1期 第 2期 第 3期 第 4期
1937.11.30現在 1938.5.31現在 1938.11.30現在 1939.5.31現在
資産の部 　 　 　
　 未払払込金 7,500,000 7,500,000 7,500,000 7,500,000
　 新造船勘定 　 2,225,000 1,187,500 984,000
　 船舶 　 　 3,860,602 7,080,817
　 船舶備品・什器 　 8,555 57,057 47,675
　 有価証券 300,000 　 720,000 721,875
　 仮払金 1,927,623 　 9,613 8,027
　 受取手形 100,000 　 370,000 350,000
　 未収入金 　 204,400 455,962 296,385
　 その他の資産 148,219 572,920 623,076 450,535
　資産の部合計 9,975,842 10,510,875 14,783,810 17,439,314
負債の部 　 　 　
　 仮受金 　 101,000 80 10,000
　 借入金 　 　 1,935,000 4,072,000
　 支払手形 　 300,000 1,094,000 742,000
　 その他の負債 　 12,807 565,778 1,451,039
資本の部 　 　 　
　 資本金 10,000,000 10,000,000 10,900,000 10,900,000
　 その他の資本 　 -23,684 19,580 75,027
　 当期純利益 -23,684 123,265 274,447 189,248
　負債・資本の部合計 9,976,316 10,513,388 14,788,885 17,439,314
　　 ※船舶償却費として，第 3期損益計算書において 87,978円，第 4期損益計算書において 458,171円が計上
　　　 されている．
そしてこの推理の前提となる「森田が得た 1,475,000円は全額森田の収入となったのであって，森
田から更に川崎造船所へは支払われていない」ことの検証は，以下の論考によっておこなうことが
できるのである 57）．すなわち日東鉱業汽船第 3期貸借対照表における船舶勘定 3,860,602円に当期の
56）1933（昭和 8）年に 125円であった大型船の平均船価は，1936年には 235円，1937（昭和 12）年には 385円へと急
上昇している（大型船 1重量トン当り）（海事彙報社『海事年鑑 昭和 14・15年版』，1939年，250頁）．なお，日榮丸
について得られた 400,800円の建造助成金は，造船助成金であり，川崎造船所に支払われている（安井正巳『主要国
戦前海運助成史』，海事産業研究所，1969年，32,44頁．日本造船学会『昭和造船史』，原書房，1977年，316頁）．
57）日東鉱業汽船第 1期貸借対照表によると，1,927,623円の仮払金が計上されており，この内 1,475,000円が森田に支払
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減価償却費 87,978円を加え，そこから森田が取得した権利金の内，日榮丸に相当するおおよそ半分
の 737,500円を差し引いた 3,211,080円が，日榮丸の船価であったと考えられること（第 2表）58）．
次に日東鉱業汽船第 4期貸借対照表における船舶勘定 7,080,817円から既に前期に竣工している
日榮丸の期末帳簿価格（推計船価から減価償却累計額を控除した額）を差引き，東榮丸の当期償却
費を加えた額を算出し，そこから，森田が取得した権利金の内，東榮丸に相当するおおよそ半分の
737,500円，更に会計処理上，川崎造船所より交付された優秀船建造助成金の 400,800円を差し引い
た 3,277,586円が東榮丸の取得価格と推計できること 59）．
そしてこれらの金額が，当時の海事年鑑に掲載されている本邦船価表における 1936（昭和 11）年
平均値 235円／ 1重量トンで求めた額とほぼ一致すること 60）．すなわちこの平均値によると日榮丸が
3,160,750円，東榮丸が 3,163,100円となり，上記，推計船価とほぼ一致する結果になる点 61）．
そして当時，日東鉱業汽船の設立委員長であった藍沢もまたその著『私の履歴書』において，当
時の建造船価を「当時一隻が 200万円ぐらいだった．なにしろ船価はトンあたり 200円だった」と
していることから，両船の取得価格は上記，推計船価を上回ることはなかったのではないかと推測
できることなどにある 62）．
以上のことから，森田は，その持てる豊富な人脈を軸に，日東鉱業汽船設立にあたり，初代社長
として竹中に協力することを約し，その見返りにその船舶建造権という財産の高値での売買と，そ
の後の有利な条件による株式譲渡という，決して悪くない条件を手にしたという推理が成り立つの
である．
われた権利金であり，残る，452,623円が川崎造船所への支払い額と推計することができる．次に，日東鉱業汽船第
2期貸借対照表によると，2,225,000円の新造船勘定が計上され，その見返りに前期には計上されていた 1,927,623円
の仮払金勘定が消滅している．そして新たに 300,000円の支払手形勘定が計上されている．なお，この取引は簿記上，
次のように仕訳されたものと推計される．（借方）新造船勘定　2,225,000 ／（貸方）仮払金　1,927,623
　（借方）船舶備品　2,623 ／（貸方）支払手形　300,000
58）森田に支払われた権利金は日榮丸・東榮丸の計 2船分の契約であったので，計算上各 2分の 1を差し引いた．なお，，
昭和 13年 9月 22日には栄丸が竣工しているが，船体も小さく（755重量トン），同船は翌年 4月 1日に澤山汽船に売
却されているため計算上考慮しなかった．
59）便宜上，減価償却費は東榮丸の竣工が 2月 21日であったことに配慮し，決算期末までのおおよそ 4ヶ月間を東榮丸
の償却対象とした．日榮丸は 6ヶ月間を償却対象とし，当期償却費はこの比率で按分した．日榮丸の期末帳簿価格：
3,211,080円－ 87,978円－ 458,171円× 6/10＝ 2,848,199円，東榮丸の推計船価：7,080,817円－ 2,848,199円＋ 458,171
円× 4/10－ 737,500円－ 400,800円＝ 3,277,586円．
　1939年 5月 6日，日東鉱業汽船は，逓信省より日榮丸に対する優秀船建造助成金を受領している（昭和 14年度上半
期決算報告書）．この時点での会計処理として次の仕訳が推計される．
　（借方）船　舶　400,800 ／（貸方）未収入金　400,800
60）海事彙報社 前掲『海事年鑑 昭和 14・15年版』，250頁．森田と藍沢との間に，財産引受けに関する契約書が交わさ
れたのが昭和 12年 2月 1日であったので，その 1年前の昭和 11年の船価を用いて計算した．
61）森田の取得した権利金 1,475,000円と建造助成金 400,800円は取得価格を構成し，償却の対象となるが，川崎造船所
への発注船価はこれらを含んでいなかったものと推測される（日榮丸 3,217,080円・東榮丸 3,207,000円，川崎造船所
原価資料）．
62）藍沢弥八 前掲『私の履歴書』413頁
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森田にとって，配当も売却益も充分に手にすることのできた日東鉱業汽船の株式にはもはや興味
はなかったであろう．むしろ戦局の拡大を危惧し，長期保有の危機を察知し，誰よりも早く株を譲
渡する作戦に転じたことも考えられる．竹中に譲渡した株価が幾らであったのか知る資料は残され
ていないが，おそらく，そこそこの高値で売却したのであろう．竹中にとっても自らの目標を達成
するため，とり急ぎ，会社支配権を牛耳ることが当面の目的だったからである 63）．
ま と め
竹中と森田とは政界を通じての友人であった．藍沢は竹中の養家と既に営業上の理由から繋がっ
ていた．それを海運業，しかもタンカーという強力な事業への動機を軸に互いに関連付け，後押し
していったのが，少年期から竹中をよく知る岩川であった．岩川は竹中が大阪の鉱山管理局に勤務
するようになった頃からしだいに鉱山に興味を持つようになっていった．その鉱業と海運が結びつ
く形で「日東鉱業汽船」という会社は現実のものとなっていった．石油は当時の国際情勢，とりわ
け日本の軍部や産業界にとって不可欠のものであった．日東鉱業汽船の発起人も，全てそのような
認識で一致し，むしろ投機的な思惑からこの会社に出資するようになった．しかし，ただ一人，よ
り発展的に経営を考える若者がいた．それが竹中だった．
1941年 3月 31日，日東鉱業汽船は日本タンカー株式会社を買収し，日本最大のタンカー会社へ
と変貌を遂げる．竹中が描いたシナリオ通りの展開であった．ところが，第 2代の社長となった竹
中は 1941（昭和 16）年 12月 4日，保有する日東鉱業汽船株式の全てを大阪商船株式会社へ譲渡し，
63）森田には敵も多かった．1931年 8月，彼が社長を務める広島水産魚市場株式会社と仲買組合との間に生じた営業を
めぐる紛争に巻き込まれ，仲買組合側から会頭不信任を決議されるまで争議が拡大している（広島商工会議所 前掲『広
島商工会議所 100年史』，211頁）．また既に述べた会長就任をめぐるゴタゴタは，1937（昭和 12）年 3月 23日，森田
二度目の会頭就任選挙時，再燃している（広島商工会議所　前掲『広島商工会議所九〇年史』，148頁）．また，1942
年 1月 26日，森田らが提案した「農地世襲法案」などは農家の戸主をして過度に擁護する内容のものであり（大阪毎
日新聞 1942.1.29（神戸大学附属図書館 新聞記事文庫 農業 7-143）），これらの質疑からはもはやかつて広島市議会で見
せたような清心さはみられなかった．
　　翼賛選挙に勝利し一人では止めることのできない大政の流れを擁護し，ただ従うだけの晩年を彼はどう生き抜こう
としたのであろうか．当時の政見から彼の考え方を窺うことができる．
　　「一，生産増加対策について述べます．大いなる戦争を遂行するためには生産の増加と生活の安全確保は欠くべから
ざる重大要件であります．今回の戦争は米英の如き持てる国を相手の戦争でありますから真に名実の伴った増産を期
さなければなりません．労力，原料，工場能率とを睨み合わせて合理的に増産する手段を採り，原材料配給と生産部
門とを併行させるよう現在の機構に改革を加え，増産に要する資金に融通を与える等統制部門にも改善を加えなけれ
ばなりません．而して低物価政策は必要でありますが単に低物価政策のみにとらわれて増産を阻む様なことのないよ
う又煩雑なる手続等はなるべく簡便にして此の時間を増産に振向けて行くべきであります．農産物の増水産物の増獲，
労力対策等生産力増強と関連して何れも重要な意義を持って居ります」（議會新聞社『翼賛議員銘鑑』1943年，422頁）
　　後に彼は，新聞記者の「政治家と実業家との使い分けは？」との質問に対し「本気でやるとしたら，金儲けにやる
実業家よりも金を湯水のように使う政治家の方が面白いだろう」と答えている（田辺良平 前掲「広島政財界人物誌」
21頁）．第 19回衆議院選挙に当選し，晩年は財界人よりもむしろ政治家をよしとした森田の考えからすれば，社長の
引退はむしろ当初より想定していたことだったのかもしれない．
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経営はもちろん，株主としての地位からも退いたのであった．
彼の周辺に何があったのか．後にその行動の理由について彼自身の口からも語られるが，それに
しても，1941年 12月 8日は太平洋戦争開戦の日．株式の譲渡がそのわずか数日前に行われているこ
となどから，その判断をめぐり様々な憶測が飛び交うこととなる．次稿では，これらの思惑について，
様々な角度から検討を試みると共に，かかる決断を下した竹中治の人物像，更にはその経営判断の
基礎として影響を及ぼした政治的・文化的あるいは社会的背景の分析へと展開していきたい．
The founding process of an oil tanker company in Japan before the WWII
─ Nitto Syosen Co., Ltd. and its founders ─
Shigekazu HAYASHI
ABSTRACT
In the 1930s, when oil became an important strategic item, some companies were founded for the ocean-going tanker 
business. Nitto Kogyo Kisen (NKK) was one such company. NKK, which was established with a plan of operating only two 
tankers in 1937, rapidly grew to be the largest Japanese oil tanker company in 1940. NKK, however, performed poorly during 
the Pacifi c War under control of Osaka Syosen (OSK) which was one of major shipping companies and took over all shares 
of NKK in 1941.  It was from 1949 when one of founding members of NKK regained control of the company that the company 
started to growth again. He changed name of the company from Nitto Kogyo Kisen to Nitto Syosen and took up a positive 
attitude. Its business performance increased as a result of this change in management, and it was considered to be the best 
Japanese shipping company in the 1950s and the mid-1960s.
This paper traces NKK’s origins by focusing on actions of people involved in the establishment of the company. 
